
三
遷

肋
畢
†
血
　
総
　
第
竃
號

昭
和
二
年
七
月
一
日
登
行

　
　
　
　
　
　
（
趣
巻
第
四
十
七
號
）

厨

ソ
フ
イ
ス
．

ト

ご
其
の
時
代
（
上
）

文
學
士
　
原

、
随

園

　
　
　
　
一
　
序
説
－
波
斯
戦
役
後
の
世
相
ご

　
　
　
　
　
　
ソ
フ
ィ
ス
ト

　
ツ
フ
ィ
ス
ト
の
恩
想
を
、
τ
7
ナ
イ
の
最
も
愚
昧
あ
る

紀
元
前
五
世
紀
の
生
活
ご
不
感
せ
し
め
て
、
彼
此
考
察
す

る
事
が
此
の
小
篇
の
生
題
で
あ
る
Q
從
っ
て
、
個
々
の
ツ

フ
ィ
ス
・
P
・
に
博
い
．
て
で
は
な
く
や
ソ
フ
イ
メ
ゴ
ト
ビ
呼
ば
る

、
思
想
家
は
、
蝋
群
こ
し
て
取
扱
は
れ
る
。

　
　
　
第
十
二
巻
　
　
早
研
　
究
　
　
・
ソ
ツ
イ
ス
｝
虐
奨
あ
時
靴
（
上
）

　
ペ
ル
シ
ヤ
戦
役
は
ギ
リ
シ
ャ
の
膚
由
戦
爾
で
あ
っ
た
。

　
專
制
的
な
る
東
方
主
義
か
ら
、
偏
狡
な
う
し
ボ
リ
メ
の

孤
立
的
生
活
か
ら
入
々
を
解
放
し
淀
。
貴
族
的
な
階
級
心

か
ら
雫
民
を
解
放
し
た
。
更
に
紳
よ
り
解
放
し
て
人
間
の

カ
を
旨
擬
せ
し
め
た
。
民
主
政
治
略
是
よ
り
勃
興
し
、
海

上
へ
の
登
展
も
是
よ
り
盛
ご
な
る
。
科
學
も
亦
人
聞
を
樹

象
こ
す
る
芸
無
こ
な
っ
た
。
》
暮
ぽ
○
℃
巳
慮
周
8
同
μ
な
時
代
ぜ

　
　
　
　
　
　
　
第
三
輩
　
　
　
　
」
　
　
（
三
四
九
）



　
　
　
第
十
二
巻
　
研
究
　
ソ
フ
イ
ス
ト
ミ
其
の
睡
代
（
上
）

訂
せ
ら
る
、
所
以
で
あ
る
。

　
入
は
萬
物
の
尺
度
で
あ
る
ご
い
ふ
プ
ロ
タ
ゴ
ラ
ス
の
言

葉
は
、
そ
の
入
ビ
い
ふ
語
が
個
々
の
人
を
指
す
か
或
は
概

括
的
に
入
間
を
指
す
か
ビ
い
ふ
蝶
川
謹
は
暫
く
措
い
て
、
①

知
識
を
外
界
に
で
な
く
自
己
に
、
帥
に
で
な
く
人
聞
に
、
立

ち
露
っ
て
求
め
留
所
に
意
味
が
あ
る
。
凡
て
を
人
間
に
還

元
し
た
所
に
、
時
代
の
鮮
明
な
姿
を
看
取
す
る
事
が
出
留

る
。
ギ
ヲ
シ
や
人
の
生
活
は
戦
後
に
お
い
て
、
平
等
な
る

又
自
由
な
る
、
入
間
こ
し
て
享
樂
さ
れ
標
ご
し
て
來
た
Q

　
激
養
に
つ
い
て
も
、
　
一
つ
の
學
問
を
で
は
な
く
、
完
全

な
る
入
間
こ
し
て
の
成
長
を
で
あ
り
、
世
闇
な
み
の
駿
養

で
は
な
く
、
特
定
の
個
人
の
各
々
長
ず
る
所
に
從
っ
て
の

生
成
登
育
を
求
め
た
。
深
く
な
く
こ
も
多
面
的
で
あ
り
、

現
世
を
薫
る
、
の
で
は
な
く
實
生
活
に
根
強
く
喰
ひ
入
ろ

う
こ
す
る
」

　
ソ
フ
ィ
ス
ト
ヒ
ソ
ビ
ァ
ス
は
数
學
幾
何
學
天
文
學
、
音

韻
學
膏
學
、
美
學
史
筆
に
通
じ
又
記
憶
術
を
説
い
た
。
最

　
　
　
　
　
　
　
第
三
號
　
　
　
　
二
　
　
（
三
五
〇
）

も
多
面
的
な
人
で
あ
っ
て
恰
も
丈
藝
復
興
期
の
天
才
や
十

潮
嵐
紀
の
百
科
全
書
家
を
回
想
せ
し
め
る
も
の
が
あ
る
。
②

多
面
的
な
天
才
の
出
現
は
世
精
の
一
薫
せ
ん
ε
す
る
黎
明

期
に
見
る
現
象
で
あ
る
。
ペ
ル
シ
ヤ
戦
役
の
牢
世
紀
は
、

ギ
ソ
シ
や
文
朋
の
啓
蒙
時
代
で
あ
る
Q

然
し
ヒ
ジ
ビ
ァ
ス
は
、
ト
ラ
キ
ア
の
女
に
嘲
笑
さ
れ
た
タ

レ
ス
で
は
な
か
っ
た
。
徒
ら
に
天
上
を
仰
視
し
て
足
下
を

忘
れ
、
脇
井
の
笑
を
残
す
濤
然
哲
學
渚
で
は
な
か
っ
た
。
③

彼
ヒ
ジ
ピ
ァ
ス
は
、
誰
く
手
製
に
か
、
る
衣
裳
を
纒
ふ
て

オ
ソ
ン
ビ
ヤ
に
現
れ
、
二
丈
散
交
各
種
を
獲
表
し
淀
の
で

あ
る
。
ω
下
血
の
各
方
面
へ
の
卓
越
を
示
す
意
志
は
明
か

で
あ
る
が
、
そ
れ
よ
り
も
重
大
な
黙
は
、
實
生
活
の
必
需

品
に
つ
い
て
も
深
き
注
意
ご
限
り
な
き
能
力
ご
を
物
語
る

事
で
あ
る
。
そ
し
て
實
生
活
へ
の
興
味
が
舶
は
っ
た
事
ご

同
時
に
、
唐
己
麦
顯
の
張
い
意
岡
が
働
き
か
け
た
事
ご
が

認
め
ら
れ
る
。

　
プ
ロ
タ
ゴ
ラ
ス
は
公
生
活
ご
私
生
活
ご
を
問
は
す
、
何



れ
の
方
面
に
つ
い
て
も
指
導
す
る
塾
そ
し
て
ほ
「
日
と
進

歩
登
展
せ
し
む
る
ご
繕
し
た
、
④
是
れ
亦
實
生
活
に
向
っ

て
個
性
を
数
導
開
幕
す
る
事
を
意
味
す
る
。

　
人
々
の
志
す
所
は
傳
統
の
修
練
琢
磨
で
は
な
い
。
カ
の

創
造
と
登
揮
ご
で
あ
っ
た
。
一
般
世
俗
の
駿
養
で
は
な
く
、

自
己
の
優
越
せ
る
領
域
の
開
拓
で
あ
っ
た
Q
多
面
的
な
る

ご
同
時
に
、
十
階
な
る
自
己
開
登
、
そ
れ
が
ペ
ル
シ
ヤ
戦

役
の
一
つ
の
著
し
き
世
相
で
あ
っ
だ
。

　
ペ
ル
シ
ャ
戦
役
以
前
に
は
、
門
地
と
富
ε
澱
養
ご
は

q
試
嘗
　
で
あ
っ
た
。
ナ
ラ
ミ
ス
の
海
戦
に
ギ
リ
シ
ャ
を

救
っ
た
ア
テ
ナ
イ
の
民
衆
一
o
o
蟹
○
ω
雲
影
箏
瓜
一
8
ω
ご
呼

ば
れ
た
～
に
「
最
も
美
し
き
名
の
上
等
ぎ
ぎ
邑
錨
」
が
與

へ
ら
れ
把
。
然
し
彼
等
は
門
地
な
く
富
な
く
、
從
っ
て
叉

駿
豆
に
重
く
る
所
が
あ
っ
だ
。
彼
等
が
敷
養
あ
る
在
來
の

市
民
の
間
に
伍
し
て
進
む
た
め
に
は
そ
れ
だ
け
の
駿
養
を

必
要
と
し
た
Q
激
養
．
そ
れ
は
輩
な
る
學
術
の
謂
で
は
な

い
。
有
徳
な
る
、
善
且
美
国
巴
。
。
・
冨
α
q
毘
δ
ω
な
る
市
民
に

　
　
　
第
十
二
巻
　
　
研
　
究
　
　
ソ
フ
ィ
ス
ト
亡
豊
ハ
の
時
代
（
上
）

到
達
す
る
事
で
あ
っ
た
。
宇
宙
の
生
成
で
は
な
く
、
徳
ご

正
義
こ
の
究
明
ご
、
之
を
獲
得
す
る
手
段
ご
が
、
‡
題
で

あ
っ
た
。
轟
然
哲
學
、
又
軍
な
る
心
ぎ
辱
め
考
究
で
は

な
く
、
倫
理
の
問
題
激
育
の
問
題
が
痛
切
な
る
實
際
問
題

で
あ
っ
だ
。

　
ソ
フ
ィ
ス
ト
は
、
ヘ
レ
ネ
ス
の
前
に
、
學
術
の
研
究
者

と
し
て
で
は
な
く
徳
の
敷
師
、
駿
育
の
師
範
ざ
公
言
し
て

出
現
し
だ
の
而
し
て
そ
れ
は
軍
に
一
都
市
、
一
門
家
の
敷

師
で
は
な
く
「
全
ギ
リ
シ
ャ
共
通
の
敷
台
」
で
あ
り
⑲
宮
ら

「
入
類
の
師
」
⑧
だ
ご
黒
し
淀
。

　
人
の
各
々
長
す
仁
所
を
助
長
し
、
　
一
個
の
入
間
ざ
し
て

實
生
活
に
逡
り
出
さ
ん
ご
す
る
の
で
あ
る
。
誠
に
ギ
ヅ
シ

や
啓
蒙
期
の
時
代
相
は
㌃
ソ
フ
ィ
ス
ト
に
禮
現
さ
れ
た
ご

い
っ
て
よ
い
Q
ソ
フ
ィ
ス
ト
は
飽
く
ま
で
人
間
的
敢
養
ビ

實
生
活
へ
の
訓
練
指
導
ご
を
事
ビ
し
た
。
そ
れ
故
に
時
代

精
紳
を
卒
ゆ
る
ご
同
時
に
時
代
ビ
共
に
移
動
す
る
Q
今
は

彼
等
が
如
何
に
時
代
に
働
き
か
け
た
か
、
又
時
代
か
ら
如

　
　
　
　
　
　
　
錐
三
號
　
　
　
　
三
　
　
（
三
五
一
）



　
　
　
第
十
二
懇
　
　
研
　
究
　
　
　
ソ
7
イ
ス
き
ミ
奨
の
曝
代
（
上
）

何
に
呼
び
か
け
ら
れ
た
か
に
就
い
て
、
「
法
」
を
中
心
ご
し

て
考
へ
て
見
た
い
β

　
　
（
一
）
「
画
し
寿
概
括
的
に
見
様
せ
す
る
の
ガ
。
舅
駕
・
．
で
あ
ろ
。
大

　
　
機
の
傾
向
に
「
佃
入
」
ミ
解
隷
t
て
居
る
様
で
あ
る
。
然
し
瀧
ん
で
彼

　
　
が
「
個
人
主
鏡
者
」
で
あ
っ
九
か
否
か
に
、
つ
い
て
に
異
観
が
み
る
。

　
　
切
p
昂
2
の
○
器
・
犀
℃
象
膏
島
9
8
目
団
の
如
ζ
で
あ
か
Q
自
分
に
彼
の

　
　
思
鐸
が
な
ほ
「
個
人
」
か
「
入
全
点
］
か
の
糟
糠
に
到
ら
な
い
、
嘔
客
概

　
　
的
知
識
の
實
在
に
反
騙
し
六
需
葉
定
の
み
表
記
t
に
如
何
か
せ
考

　
　
　
へ
ろ
Q
　
然
し
彼
の
二
流
に
プ
ラ
塾
ン
に
見
ゆ
る
如
く
個
人
主
義
的
立

　
　
揚
に
獲
展
し
六
も
の
定
思
惟
す
る
。
，
　
（
憶
）
Ω
。
尾
旦
．
曾
吼

　
　
r
o
寓
a
g
o
d
⑦
巴
肖
賃
回
算
m
●
ω
爵
や
ピ
ゆ
賛
。
冠
口
碧
無
サ
・
ご
ぎ
婦
自
∵
男
g
無
・

　
　
燧
p
鐸
。
。
ぼ
賢
p
｝
μ
ぎ
に
も
多
」
血
的
天
オ
②
田
現
為
説
い
て
居
敦
盛
に

　
　
艶
卜
す
　
　
・
（
（
帆
）
鷺
p
ρ
2
ポ
目
嵩
p
騨
。
δ
㎝
図
蕊
占
N
轟
●
　
’
（
画
）

　
　
屋
嬉
勢
戸
い
α
。
。
　
（
㎝
）
　
斜
川
里
宕
σ
q
。
奮
ω
同
。
。
　
（
G
。
）

　
　
幽
0
8
㎝
目
噌
，
○
◎
o
　
．
（
“
）
　
幽
寂
・
，
娼
δ
幽
い
轟
Q
◎
　
、
、
（
Q
◎
）
、
、
鳶
矯

　
　
O
桝
　
　
（
⑪
）
－
鳶
り
　
娼
δ
諾
い
姻
メ
ド

　
　
　
　
　
ニ
　
ソ
フ
ィ
ス
ト
の
名
玉
ご
不
評
こ
の
、

　
　
ー
ー
、
　
吟
味
一
彼
等
ご
時
代
’

　
啓
蒙
時
代
に
活
躍
せ
る
一
群
め
思
想
家
、
師
ち

。。

緒
Q
戴
鉱
は
、
．

国
0
3
‘

蜜
2
0
昌

思活
想躍
的せ
にる
；戴「

然群
ナこの

る思
一想
派家
を、
成脅
しち
て

　ら居巨．
る　‘

　
　
　
　
　
　
　
　
第
三
號
”
　
　
　
　
四
呼
　
（
三
五
ご
）

の
で
は
な
い
。
之
に
漏
す
る
批
詐
を
企
て
る
事
は
從
っ
て

困
難
で
あ
る
。
幾
多
の
類
似
黙
を
有
す
る
ビ
共
に
、
幾
多

の
差
違
も
存
す
る
か
ち
で
あ
り
、
年
月
を
経
る
問
に
は
又

自
ら
登
展
こ
い
ふ
事
が
満
引
さ
る
べ
き
で
あ
る
か
ら
。

　
ソ
フ
ィ
ス
ト
ご
い
ふ
文
宇
の
使
ひ
方
は
極
め
て
慶
昧
で

あ
り
、
廣
狡
何
れ
に
も
用
ひ
ら
れ
だ
。
プ
ロ
タ
ゴ
ラ
ス
、

ゴ
ル
ギ
ア
ス
う
ヒ
ド
ッ
ピ
ア
ス
の
亜
流
の
み
で
は
な
く
、
へ
切

ド
ト
ス
に
慷
れ
ば
ビ
タ
ゴ
ラ
．
ス
も
ソ
フ
ィ
ス
ト
で
め
り
①

ア
ジ
ス
ー
。
フ
ァ
ァ
ネ
ス
の
中
に
は
ソ
ク
ラ
ク
ス
も
亦
そ
の

鵡
人
と
考
へ
ら
れ
て
居
る
②
ヘ
ロ
ギ
羊
ス
や
悲
劇
に
於
て
．

は
溢
徳
的
評
注
を
離
れ
羅
に
登
明
家
こ
い
ふ
様
な
意
昧
に

用
ひ
ら
れ
た
ビ
い
ふ
。
③
、
　
　
　
p
　
‘

　
五
口
々
は
プ
ラ
ト
ン
や
ク
セ
ノ
フ
ナ
ン
や
ア
ソ
、
ス
ト
テ
レ

ス
や
イ
ソ
ク
ラ
ブ
ス
に
よ
っ
て
、
哲
學
者
ざ
は
匿
別
さ
れ

概
し
て
之
ビ
は
反
醤
の
傾
向
を
有
す
る
入
々
ビ
し
て
批
難

さ
れ
る
を
見
る
◎
彼
等
四
慢
紀
の
批
判
者
は
、
恐
ら
く
彼

等
の
勝
代
に
お
け
る
反
封
者
を
生
む
る
の
故
に
、
彼
等
β



ら
多
大
の
影
響
を
う
け
て
居
る
に
も
關
ら
す
｝
そ
の
源
流

た
る
大
ソ
フ
ィ
ス
ト
を
も
併
せ
て
批
難
し
た
も
の
こ
思
は

れ
る
。
而
も
吾
々
は
彼
等
の
引
謹
に
よ
っ
て
の
み
纏
に
そ

の
予
予
が
保
存
さ
れ
、
之
に
よ
っ
て
覗
ひ
得
る
に
す
ぎ
な

い
も
の
も
あ
る
。
斯
に
ソ
フ
嫁
ス
ト
に
つ
い
て
の
誤
解
を

生
す
る
二
つ
の
原
因
が
潜
ん
で
居
る
Q

　
一
久
ソ
ク
ラ
ラ
ス
は
ア
ソ
ス
ト
フ
ァ
ネ
ス
に
壼
圓
劇
化
さ
れ

て
取
扱
は
れ
π
事
を
「
辮
解
」
の
中
に
の
べ
て
居
る
Q
偶
々

此
の
事
は
、
ア
ニ
ュ
あ
ス
や
メ
レ
ト
ス
輩
に
は
、
凡
て
の
天

才
が
、
そ
の
傾
向
の
知
何
に
鵬
ら
す
、
凡
俗
ご
随
別
さ
れ

℃
ヅ
フ
ィ
ス
ト
ご
呼
び
慣
は
さ
れ
た
る
事
を
示
す
る
も
の

で
は
あ
る
ま
い
か
。
然
ら
ば
郎
ち
一
方
に
於
て
、
四
世
紀

の
反
警
守
説
に
加
へ
ら
れ
淀
プ
ラ
ト
ン
な
ご
の
批
難
を
、

五
挺
紀
の
大
ソ
フ
ィ
ス
ト
に
薩
ち
に
移
し
て
批
難
を
加
へ

る
嫌
ひ
が
あ
る
ご
同
時
に
、
他
方
で
は
、
五
燈
紀
に
行
は

れ
た
、
凡
庸
な
常
識
か
ら
下
さ
れ
た
批
難
に
災
さ
る
、
憂

も
あ
る
。
恐
ら
く
是
が
、
9
0
8
の
出
る
ま
で
ソ
フ
ィ
ス
ト

　
　
　
第
十
二
巻
　
研
究
　
ソ
ブ
矛
ス
き
蓋
ハ
の
蒔
代
（
上
）

の
本
業
が
堅
き
謬
見
に
鐙
さ
れ
て
居
た
理
歯
で
あ
ウ
た
ろ

う
「
o

　
元
來
ン
ブ
イ
ス
ト
な
る
名
誉
は
》
始
め
か
ら
籐
り
好
い

意
味
に
用
ひ
ら
れ
て
居
な
か
つ
だ
。
プ
ロ
タ
ゴ
ラ
ス
は
、

　
　
「
ソ
フ
ノ
，
ス
ト
の
術
は
予
の
信
ず
る
所
で
は
極
め
て
古
い
の
で

　
　
あ
る
。
然
し
昔
は
之
を
行
ひ
乍
ら
、
反
感
を
恐
れ
て
種
々
の
名

　
　
の
下
に
愛
渇
し
た
」
Q
ゆ

ご
い
っ
て
居
る
。
而
し
て
プ
ロ
タ
ゴ
ラ
ス
は
虜
ら
堂
々
ご

ソ
フ
ィ
ス
テ
ス
ご
名
乗
り
出
た
事
を
得
意
ら
し
く
語
っ
て

居
る
。
①
之
に
よ
る
ビ
ソ
フ
ィ
ス
ト
者
流
も
一
般
に
は
ソ

、
フ
ィ
ス
ト
た
る
事
を
名
乗
ら
な
か
っ
た
ら
し
く
、
プ
ロ
タ

ゴ
ラ
ス
が
か
く
公
聾
し
た
事
を
得
意
に
す
る
だ
け
、
そ
れ

だ
け
好
も
し
か
ら
漁
名
で
あ
っ
埋
ろ
う
ゆ
後
に
到
っ
て
も

な
ほ
彼
等
は
、
ソ
フ
ィ
ス
テ
ス
ご
レ
ト
ル
　
号
口
臭
ご
を

匿
別
し
て
、
ソ
フ
ィ
ス
テ
ス
は
い
け
な
い
が
レ
ト
ル
は
完

全
な
も
の
だ
ご
唱
へ
九
。
そ
れ
を
ソ
ク
ラ
テ
ス
は
畢
覧
内

容
は
同
じ
で
あ
る
に
過
ぎ
ぬ
ご
見
て
居
る
④
如
何
に
か
し

　
　
　
　
　
　
　
．
第
二
號
　
　
　
　
藪
　
　
、
（
…
三
五
三
）



　
　
　
第
十
二
巷
　
　
研
　
究
　
　
ソ
フ
イ
ス
｝
ミ
興
の
暗
代
（
上
）

て
ン
フ
ィ
ス
る
呼
ば
る
、
事
を
回
避
し
機
ε
す
る
心
持
を

黄
点
は
之
等
の
事
例
に
よ
っ
て
威
知
す
る
の
で
あ
る
Q

　
か
く
ソ
フ
ィ
ス
ト
が
始
め
か
ら
蔭
り
好
い
意
味
に
用
ひ

ら
れ
な
か
っ
た
の
は
何
故
で
あ
る
か
。
そ
れ
に
は
色
々
の

理
由
が
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
理
由
は
何
れ
も
時
代
の
姿
を

如
實
に
示
し
て
居
る
援
に
戚
せ
ら
れ
る
。
今
試
み
に
批
詐

を
加
へ
つ
、
そ
れ
を
爆
げ
て
み
よ
う
。

　
第
一
、
新
奇
な
言
説
を
企
て
た
事
。

ア
ソ
ス
ト
フ
ァ
ネ
ス
の
「
雲
」
に
描
か
れ
た
ソ
ク
ラ
テ
ス
帥

ち
ソ
フ
ィ
ス
ト
は
在
來
の
信
仰
ご
は
異
り
て
雨
を
降
ら
す

者
は
ヅ
ェ
ウ
ス
で
は
な
く
雲
で
あ
る
な
ご
ビ
説
く
。
⑦
　
そ

し
て
か
、
る
新
奇
な
言
説
が
ソ
フ
ィ
ス
ト
に
向
っ
て
求
め

ら
れ
だ
も
の
こ
思
は
れ
る
◎
ゴ
ル
ギ
ァ
ス
は
、
久
し
く
珍

ら
し
い
質
問
に
出
逢
は
な
い
ご
不
承
を
言
っ
て
居
る
程
で

あ
る
。
①

　
新
ら
し
き
説
を
な
し
導
因
的
信
仰
に
從
は
な
い
ε
い
ふ

の
で
濃
帥
の
罪
が
ソ
ク
ラ
ク
ス
や
プ
ロ
タ
ゴ
ラ
ス
の
罪
さ

　
　
　
　
　
　
　
第
一
ご
號
　
　
　
　
　
山
ハ
　
　
（
三
五
囚
）

れ
だ
理
由
の
一
つ
ご
な
っ
て
居
る
。
③
　
新
奇
な
言
説
は
人

々
か
ら
確
に
快
く
思
は
れ
な
か
っ
た
に
相
違
な
い
。
然
し

吾
々
は
同
時
に
五
世
紀
後
手
の
ア
ク
ナ
イ
に
は
新
し
さ
を

追
求
す
る
情
熱
が
あ
っ
だ
事
を
思
は
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
「
進
む
者
、
新
入
、
傳
説
を
侮
る
者
が
、
眞
の
、
唯
↓
の
賢
者
ε
し

　
　
　
　
　
　
の

　
て
支
配
す
る
℃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
め

　
「
念
激
な
る
攣
動
の
み
が
何
か
新
ら
し
き
も
の
を
作
り
得
る
」
q

こ
い
ふ
喜
劇
の
言
葉
の
中
に
は
、
好
奇
心
の
熾
烈
な
る
事

が
訳
せ
ら
れ
る
。
だ
か
ら
ソ
フ
ィ
ス
ト
が
新
奇
な
言
説
の

淀
め
に
批
難
さ
れ
π
の
で
あ
る
こ
す
れ
ば
、
そ
れ
は
偶
々

彼
等
が
五
世
紀
に
お
け
る
民
衆
の
情
熟
の
田
面
を
代
表
し

た
事
に
他
な
ら
な
い
。
夏
鳶
に
も
ソ
フ
ィ
ス
ト
ご
時
代
こ

の
唇
歯
が
あ
る
。

　
第
二
、
報
酬
を
ご
り
、
多
大
の
蓄
財
を
も
な
し
た
る
事
。

プ
ロ
デ
イ
コ
ス
は
五
〇
〇
1
3
ラ
ク
マ
の
聴
講
料
を
ε
つ
た

　
わし

G
又
プ
ロ
タ
ゴ
ラ
ス
は
天
才
勲
賞
家
フ
ィ
デ
イ
ァ
ス
程

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

の
資
産
を
作
っ
た
ご
．
い
は
れ
る
、
q
　
彼
等
が
報
酬
を
ご
つ



た
事
が
プ
ラ
ト
ン
の
随
所
に
侮
蔑
的
に
特
筆
さ
れ
て
居
る
。

　
在
來
の
慰
留
者
は
研
學
の
π
め
に
は
家
騰
を
も
蕩
盤
し

た
。
或
は
富
を
獲
得
す
る
程
の
先
見
が
あ
っ
て
も
敢
え
て

そ
れ
を
し
な
か
つ
旋
の
で
あ
る
。
キ
、
万
ス
の
ヒ
ソ
ボ
ク
ラ

テ
｛
ス
や
、
タ
レ
ス
の
如
き
は
そ
れ
で
あ
る
α
清
廉
な
選
者

的
態
度
か
ら
み
れ
ば
、
ソ
フ
ィ
ス
ト
は
俗
悪
ご
さ
れ
た
に

相
違
な
い
。

　
、
名
聞
ご
利
盆
ご
を
求
む
る
事
は
、
當
時
の
入
々
の
究
極

の
目
的
で
あ
っ
た
。
プ
ワ
ク
セ
ノ
ス
の
如
き
も
そ
の
た
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

に
ゴ
ル
ギ
ァ
ス
に
束
脩
を
捧
げ
て
居
る
、
G
　
か
く
名
利
を
，

追
求
す
る
者
の
存
在
す
る
一
方
に
は
此
の
名
利
を
貧
る
事

の
弊
害
を
認
め
て
之
を
批
難
し
、
あ
ら
ゆ
る
罪
悪
の
根
源

は
名
聞
（
弓
匿
。
凱
慧
曽
）
ご
肉
界
（
団
峯
9
ω
風
ρ
）
の
欲
求
に

在
り
こ
す
る
者
が
あ
る
。
吾
々
は
か
、
る
思
想
を
當
時
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

作
家
の
随
所
に
獲
見
す
る
。
q

　
徳
を
激
へ
る
者
さ
へ
も
報
酬
を
要
求
し
た
事
は
時
勢
で

あ
る
。
職
業
分
化
の
新
時
代
の
特
色
ご
し
て
、
又
市
民
の

　
　
　
’
第
十
二
巻
　
　
研
　
劣
　
　
ソ
フ
イ
ス
㍗
定
蚊
ハ
の
時
「
代
（
上
）

義
務
で
あ
っ
た
國
防
さ
へ
も
職
業
化
せ
ん
ご
す
る
時
代
に

於
て
、
叉
書
翰
よ
り
街
頭
へ
ご
出
動
し
た
當
然
の
露
結
ε

し
て
、
そ
れ
は
或
は
敢
え
て
批
難
す
る
に
は
値
し
な
か
つ

だ
で
は
な
か
ろ
う
か
。
然
し
由
來
富
に
逸
す
る
反
威
、
富

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
わ

者
に
醤
す
る
迫
害
の
傾
向
が
あ
っ
た
8
　
之
ε
共
に
前
述

の
如
き
名
利
欲
求
を
指
弾
す
る
者
は
、
か
、
る
妄
念
を
助

長
す
る
者
こ
し
て
ソ
フ
ィ
ス
ト
を
攻
撃
し
た
。
吾
々
は
此

の
攻
撃
さ
れ
た
黙
に
つ
き
、
攻
撃
し
た
理
由
の
中
に
反
っ

て
時
代
の
一
面
を
認
め
う
る
と
思
ふ
。

　
第
三
　
貴
族
の
子
弟
を
澱
忙
し
遮
る
事

　
例
へ
ば
プ
ロ
タ
ゴ
ラ
ス
の
滞
在
せ
る
カ
リ
ァ
ス
の
家
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

ア
テ
ナ
イ
の
最
も
黙
秘
あ
る
大
家
の
一
で
あ
っ
た
Q
そ
し

て
莫
大
な
る
金
を
ソ
フ
ィ
ス
ト
に
支
梯
っ
て
居
π
G

　
是
等
の
貴
族
等
は
、
極
端
民
主
政
治
か
ら
迫
害
を
蒙
っ

た
の
で
あ
っ
た
。
ソ
フ
ィ
ス
ト
は
そ
の
子
弟
に
雄
辮
術
を

激
へ
だ
。
雄
辮
術
は
實
に
「
法
廷
に
於
て
入
を
救
ふ
所
の

術
」
で
あ
っ
偏

　
　
　
　
　
　
　
第
一
二
號
　
　
　
　
七
　
　
（
三
五
五
）



　
　
　
下
土
二
巻
　
研
究
　
鷺
フ
イ
ス
蓄
義
あ
畦
代
（
上
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
め

　
膵
購
時
「
ア
テ
ナ
イ
の
民
衆
は
地
上
の
沸
で
あ
る
」
¢
ご
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
め

「
吾
等
の
権
力
は
如
何
な
る
王
よ
り
も
少
く
は
な
い
」
G
ご

志
せ
ら
れ
た
Q
ア
ラ
ナ
イ
に
は
「
王
な
る
民
衆
」
（
U
o
諺
。
ω

亭
§
・
μ
8
）
と
い
、
ふ
言
葉
の
生
す
る
程
民
衆
は
勢
を
得
た
。

貴
族
蓬
は
、
か
く
の
如
く
高
ま
り
行
く
民
衆
の
勢
力
ご
そ

の
不
法
な
る
抑
塵
に
抗
評
す
る
手
段
を
講
ず
る
の
が
自
衛

上
必
然
な
事
で
あ
っ
た
。
殊
に
、
職
業
的
な
三
百
代
言

（QQ

ｼ
。
喜
碧
け
と
が
種
々
入
を
藩
ぎ
す
の
で
法
律
は
頻
り
に

之
が
取
締
り
を
し
て
居
る
程
で
あ
っ
た
、
富
豪
は
殊
に
困

惑、

ｵ
た
。
囚
二
8
昌
が
》
巨
μ
o
α
o
ヨ
。
堕
を
な
づ
け
て
、
彼
等
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ

難
を
免
れ
た
話
も
傳
は
つ
て
居
る
、
e
　
か
、
る
民
衆
の
不

法
か
ら
漏
る
、
道
ど
し
て
は
、
　
「
法
廷
に
於
て
人
を
救
ふ

の
術
」
を
學
ぶ
が
好
い
。
是
れ
貴
族
が
ソ
フ
ィ
ス
ト
を
要

求
し
た
理
山
で
み
っ
た
。
ソ
フ
ィ
ス
ト
が
雄
辮
術
を
激
へ

た
事
そ
の
事
が
批
難
に
値
し
π
の
で
は
な
い
。
む
し
ろ
貴

族
ご
交
る
事
が
民
衆
よ
り
快
し
、
理
解
さ
れ
な
か
っ
た
所
以

で
あ
お
○
ン
ク
ラ
7
ス
は
工
入
号
慧
○
舞
σ
q
O
囲
及
市
民
の
敵

　
　
　
　
　
　
　
第
一
二
號
　
　
　
　
　
一
八
、
・
　
（
三
、
五
六
）
．

で
あ
る
ご
訴
へ
ら
れ
て
居
る
の
を
墾
照
す
べ
き
で
あ
る
。

　
吾
々
は
此
の
批
難
の
内
に
民
衆
の
超
梁
、
即
ち
五
世
紀

末
の
ア
テ
ナ
イ
に
ソ
フ
ィ
ス
ト
の
出
現
を
促
し
た
事
情
の

｝
面
を
見
逃
し
が
た
い
ご
思
ふ
。

ヒ
第
四
、
青
年
を
刺
戟
し
た
事
　
　
　
　
　
　
∴
・
r

　
潜
き
テ
ァ
イ
テ
ト
ス
は
プ
ロ
タ
ゴ
ラ
ス
の
書
を
反
復
熟

　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

要
し
た
こ
言
っ
て
居
る
。
⑫
　
プ
ロ
タ
ゴ
ラ
ス
は
敷
育
を
目

的
こ
し
、
而
も
膏
年
は
三
々
ご
し
て
之
に
憧
れ
た
の
で
あ

っ
た
・
⑯
す
ン
事
な
ざ
の
競
技
勝
利
者
が
國
家
よ
り

優
遇
さ
る
、
の
不
具
を
な
ら
し
、
賢
明
な
る
者
を
こ
そ
然

か
す
べ
き
で
あ
る
ご
既
に
ク
セ
ノ
フ
ァ
、
矛
ス
は
述
べ
て
居

　
のる

e
其
庭
に
既
に
知
識
の
奪
重
、
皇
尊
、
求
智
の
熟
情
の

盗
る
、
を
見
る
。
か
、
る
傾
、
向
に
培
は
れ
．
、
、
知
識
慾
に
も

ゆ
る
青
年
は
ソ
、
フ
ん
ス
ト
ご
愈
談
ず
る
事
を
樂
ん
だ
の
で

あ
る
っ

　
ソ
フ
ィ
ス
争
は
彼
等
享
年
を
H
一
日
ご
善
く
す
る
ぜ
い

ひ
、
ゴ
ル
ギ
ァ
ス
の
如
き
は
，
青
年
に
向
っ
て
、
汝
等
に



～

毅
を
授
け
る
市
民
達
は
何
物
を
も
與
へ
は
し
な
い
。
直
ち

に
去
っ
て
吾
等
の
下
に
逸
れ
、
ざ
い
ふ
襟
に
説
い
た
ら
し

　
　い

㏄
か
く
の
如
き
は
一
部
入
士
の
排
斥
を
う
け
、
別
し
て

奮
道
徳
を
敷
ふ
る
者
、
之
を
信
ず
る
市
民
達
の
四
域
を
買

っ
た
所
以
ご
思
は
れ
る
．
ア
ニ
ュ
ト
ス
は
、
ソ
フ
ィ
ス
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
み

を
以
て
青
年
を
腐
敗
せ
し
む
る
も
の
こ
し
た
o
o

　
吾
々
は
此
の
貼
に
つ
い
て
は
、
ア
テ
ナ
イ
青
年
の
間
に

好
學
の
精
聯
の
勃
興
ぜ
る
事
を
認
め
得
る
ざ
共
に
、
此
の

黙
に
つ
い
て
ソ
フ
ィ
ス
ト
の
批
難
さ
る
れ
ば
さ
る
、
程
、

彼
等
が
新
時
代
の
形
式
に
重
大
な
る
地
歩
を
占
む
る
事
を

思
ふ
者
で
あ
る
。

　
第
乖
　
ソ
フ
ィ
ス
ト
の
多
く
が
異
邦
人
な
ザ
し
事

こ
。
7
冒
タ
ゴ
ラ
ス
は
ア
ブ
デ
ラ
の
人
、
ゴ
ル
ギ
ァ
ス
は
レ

オ
ン
ヂ
ノ
イ
の
入
、
、
ヒ
ソ
ピ
ァ
ス
は
、
エ
ソ
ス
の
人
、
プ
ロ

デ
イ
コ
ス
は
コ
ス
の
人
、
ヰ
ウ
エ
．
ノ
ス
は
バ
ロ
ス
の
人
で

あ
る
ゆ
之
は
沖
一
目
す
べ
き
富
畢
で
あ
る
。

　
彼
等
は
諸
方
の
種
々
を
巡
歴
し
て
濃
い
π
Q
三
者
，
の
遍

　
　
鋸
＋
二
巷
　
耕
究
　
ソ
ブ
孝
ス
｝
定
興
の
聯
代
（
上
）

歴
、
そ
れ
は
既
に
前
代
の
漆
塗
者
の
行
動
に
も
み
ゆ
る
所

で
珍
ら
し
い
事
で
は
な
い
。
例
へ
ば
ア
ナ
ク
テ
ゴ
ラ
ス
が

ア
テ
ナ
イ
へ
、
ー
十
寸
メ
ロ
メ
ニ
デ
ス
も
ッ
エ
ノ
ン
も
何
れ

も
巡
羅
重
し
て
居
・
の
で
み
亀

　
而
し
て
ア
テ
ナ
イ
は
ヒ
ッ
ピ
ァ
ス
の
言
っ
た
様
に
知
識

　
　
　
　
　
　
　
の

の
中
心
、
で
あ
っ
た
μ
又
ア
テ
ナ
イ
海
里
由
に
言
論
の
認
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

ら
れ
た
所
は
全
ギ
ソ
シ
ヤ
に
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
¢
そ

し
て
門
、
戸
を
開
放
し
て
外
邦
人
に
寛
大
な
る
事
は
ア
タ
ナ

イ
市
民
の
一
つ
の
奪
も
あ
っ
偏
だ
か
ら
彼
等
遍
歴
の

學
者
に
ご
つ
て
、
ア
テ
ナ
イ
は
浮
く
安
住
の
地
で
あ
っ
た

ろ
う
。

・
か
く
の
如
く
都
市
か
ら
都
市
へ
ご
巡
歴
し
て
宣
傳
す
る

限
b
、
そ
の
思
想
の
内
容
は
限
ら
れ
た
る
國
、
限
ら
れ
た

る
歴
史
に
要
當
す
る
も
の
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
思
想

内
容
に
普
遍
性
が
要
求
さ
れ
て
出
る
O
，
マ
ハ
異
邦
入
た
る
が

た
め
に
傳
統
ご
歴
史
ご
に
噂
し
て
冷
静
で
あ
ヶ
え
た
で
あ

ろ
う
Q
先
入
親
念
に
捕
は
れ
ざ
る
虫
酸
の
可
能
な
り
し
原

　
　
　
　
　
　
　
第
三
號
　
九
（
三
王
七
）



、

　
　
　
第
十
二
巻
　
　
榊
僻
　
究
　
　
ソ
フ
イ
ス
き
霊
蹴
ハ
の
噂
代
（
上
）

因
が
潜
ん
で
居
る
。
是
こ
そ
實
に
9
，
諄
ぽ
肖
膏
已
に
逸
す

る
1
3
グ
マ
的
信
奉
か
ら
人
々
を
解
放
す
る
所
の
極
め
て
意

義
深
き
全
種
で
あ
っ
た
の
だ
。
異
邦
人
な
b
け
れ
ば
こ
そ

一
つ
に
は
歴
史
否
定
主
義
に
向
っ
て
躊
躇
す
る
虚
な
く
…
進

み
え
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
か
く
て
は
然
し
都
市
國
家
の
愛
國
心
ご
は
●
相
容
れ
な

い
○
都
市
國
家
の
歴
史
ご
は
抵
配
す
る
事
を
免
れ
な
い
。
彼

等
の
迫
害
は
、
唯
に
異
邦
人
を
忌
む
理
由
の
み
か
ら
で
は

な
く
、
そ
れ
に
胚
胎
す
る
此
の
超
歴
史
的
な
思
想
的
立
場

か
ら
も
迫
害
が
加
は
つ
た
も
の
で
あ
る
。

　
以
上
島
山
し
た
様
に
、
ソ
フ
ィ
ス
ト
は
最
初
か
ら
ア
テ

ナ
イ
人
の
反
蔵
を
蒙
っ
て
居
た
。
ブ
ラ
・
，
ソ
遽
が
自
分
達

ビ
別
流
の
者
こ
し
て
斥
け
た
の
も
由
っ
て
來
る
所
が
あ

る
。
プ
ラ
ト
ン
の
如
き
は
、
自
己
の
理
想
を
托
し
た
ソ
ク

ラ
テ
ス
に
愉
し
、
恰
も
人
間
の
正
し
か
ら
ざ
る
偶
像
の
如

く
に
ソ
フ
ィ
ス
ト
を
描
回
し
て
居
る
。

　
然
し
乍
ら
ソ
フ
ィ
ス
ト
迫
害
の
裏
面
に
は
、
吾
々
の
考

　
　
　
　
　
　
　
錐
三
農
　
　
　
一
〇
　
　
（
三
五
八
㌧

察
し
來
つ
た
如
く
、
意
味
深
長
な
る
時
代
の
呼
吸
が
戚
せ

ら
る
、
Q
ソ
フ
ィ
ス
ト
は
、
マ
イ
ヤ
ー
の
言
っ
た
…
標
に
、

底
入
が
作
り
出
し
た
の
で
な
く
ギ
リ
シ
ャ
文
化
登
展
の
必

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

然
的
生
産
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
8
　
ソ
フ
ィ
ス
ト
を
個
々

に
つ
い
て
で
は
な
く
、
全
騰
こ
し
て
理
化
を
眺
む
る
な
ら

ば
、
そ
こ
に
彼
等
ご
時
代
こ
の
相
違
か
ら
、
五
世
紀
後
年

の
ア
テ
ナ
イ
証
會
の
大
勢
も
關
朋
さ
れ
る
所
が
あ
ろ
う
。

謝
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
／
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三

性
質
の
墾
化
i
徳
よ
り
支
配
へ
…
…

激
育
よ
り
雄
辮
へ

　
プ
ロ
タ
ゴ
ラ
ス
自
身
は
一
最
も
出
兀
備
せ
る
…
雄
撒
播
ご
繕
せ

ら
れ
、
人
々
を
雄
辮
な
ら
し
む
る
術
に
長
じ
て
居
た
Q
①

だ
か
ら
辮
論
に
始
め
か
ら
無
愛
心
な
も
の
で
は
な
か
っ
た

が
②
然
し
二
戸
の
目
的
は
徳
の
駿
授
で
あ
っ
た
。
政
治
の

術
を
激
へ
、
善
き
市
民
た
ら
し
む
る
事
そ
れ
こ
そ
正
に
我

が
職
業
だ
こ
彼
は
答
へ
て
居
る
①

　
元
來
ギ
ソ
シ
や
人
の
生
活
は
現
世
的
な
傾
向
を
著
し
く

　
　
　
第
十
ご
巷
　
研
究
　
ソ
フ
イ
ス
｝
ミ
冥
の
晴
代
（
上
）

…
帯
び
て
居
て
萬
事
政
治
的
活
動
こ
い
ふ
も
の
か
ら
は
切
り

離
さ
れ
な
か
っ
た
機
で
あ
る
〇

　
七
賢
入
が
海
中
か
ら
出
た
三
脚
器
を
お
互
に
譲
b
あ
っ

た
ε
い
ふ
傳
読
に
よ
る
ざ
、
．
初
め
デ
ル
フ
オ
イ
の
巫
女
は

之
を
護
る
に
「
最
も
賢
明
な
る
者
へ
」
ご
託
宣
し
て
居
る
㈹

「
最
も
信
心
深
き
者
へ
」
で
は
な
い
事
は
注
意
を
要
す
る
。

現
世
的
な
ギ
リ
シ
ア
人
の
性
向
を
示
す
一
挿
話
で
あ
る
。

　
此
の
七
賢
入
の
中
で
、
（
七
入
の
数
へ
方
に
つ
い
て
は
色

々
あ
る
が
）
そ
の
中
で
動
か
な
い
ソ
貿
ン
や
ビ
ッ
タ
コ
ス

は
立
法
家
で
あ
り
、
タ
レ
ス
が
之
に
加
へ
ら
れ
た
の
も
實

は
講
説
治
的
活
動
に
由
慰
す
る
ご
さ
へ
推
定
さ
れ
て
居
る
①

蓋
し
當
を
得
て
居
ヴ
。
解
輝
で
あ
ら
う
。
何
故
な
ら
「
賢
明
」

ご
い
ふ
事
は
何
を
意
際
す
る
か
ご
い
ふ
に
、
　
一
つ
は
政
治

的
技
能
（
＆
き
騨
℃
。
露
a
）
二
つ
は
卓
越
せ
る
理
解

曾
9
ω
門
9
0
ω
ω
§
。
ω
♂
を
指
し
た
の
で
あ
っ
た
。
③
　
從
っ
て

賢
者
ご
は
師
ち
政
治
的
技
能
の
理
解
者
で
な
け
れ
ば
な
ら

な
か
っ
た
か
ら
。

　
　
　
　
　
　
　
第
三
號
　
　
　
「
一
　
　
（
三
五
九
）



　
　
　
鑑
＋
回
帰
　
研
究
　
ソ
フ
イ
ス
き
亡
巽
の
騨
代
（
上
、
）

　
ソ
フ
ィ
ス
ト
の
プ
ロ
デ
イ
コ
ス
は
賢
者
（
8
。
。
o
嘗
8
）

建
欝
せ
ら
れ
て
居
る
か
r
ら
①
賢
者
（
。
。
○
℃
げ
。
。
。
）
も
ソ
フ
ィ
ス

ト
（
ω
O
℃
三
ω
8
ω
）
も
同
士
な
意
暖
｝
を
も
つ
ご
考
へ
ら
れ
る
。

、
プ
ロ
タ
ゴ
ラ
ス
が
始
め
て
ソ
フ
ィ
ス
ト
ビ
名
乗
つ
た
諏
邑
隅

は
、
や
は
b
「
岩
壁
W
」
が
初
め
に
意
昧
さ
れ
た
こ
同
様
に
、
政

治
的
技
能
こ
そ
の
卓
越
せ
る
理
解
ご
を
持
つ
事
で
あ
っ
た

ら
う
。
彼
が
ソ
フ
ィ
ス
ト
ビ
回
す
る
限
り
、
「
畠
分
の
目
的
は

政
治
の
術
を
敏
へ
公
私
の
事
何
事
で
も
敏
へ
る
」
ご
欝
し
た

の
は
不
當
で
も
な
く
又
若
御
で
も
な
か
っ
た
で
あ
ら
う
Q

ソ
フ
ィ
ス
ト
の
職
分
は
最
初
は
か
く
の
如
く
で
あ
っ
た
。

　
時
を
経
る
ま
、
に
性
質
に
墾
化
を
來
す
の
は
免
れ
な
い
。

　
ゴ
ル
ギ
ア
ス
は
異
論
を
重
ん
じ
た
。
「
碧
潭
を
雄
辮
家
ご

呼
ん
で
も
好
い
」
こ
い
ひ
㈹
　
又
決
し
て
「
徳
を
敏
へ
る
」
ビ

は
約
束
し
な
か
っ
た
。
「
他
の
入
が
若
し
そ
う
い
ふ
約
束
を

す
る
時
，
は
彼
は
唯
笑
っ
て
居
た
。
そ
し
て
話
す
事
を
息
ナ
ば

ね
ば
な
ら
澱
ご
言
っ
た
」
そ
う
で
あ
る
Q
⑲
　
此
の
話
の
含

む
一
つ
の
意
昧
は
馬
プ
ロ
タ
ゴ
ラ
ス
あ
宣
言
し
た
如
く
、

　
　
　
　
　
　
　
俄
瓢
一
｝
騨
酬
　
　
　
　
、
鴨
ご
　
　
　
（
三
山
ハ
0
）

徳
を
毅
へ
る
事
が
ソ
フ
，
4
ス
ト
の
目
的
で
あ
る
ご
、
一
般

に
は
信
ぜ
ら
れ
て
居
た
事
で
あ
る
。
然
し
ゴ
ル
ギ
ヤ
ス
に

於
て
鳳
そ
れ
が
朋
か
に
主
眼
ご
す
る
所
で
は
な
く
な
っ
て

居
る
事
、
そ
れ
が
此
の
話
の
含
む
第
二
の
意
昧
で
あ
る
◎

郎
ち
彼
に
於
て
は
授
業
の
目
的
が
軍
な
る
話
術
に
堕
し
て

居
る
。
ソ
フ
ィ
ス
ト
は
．
雄
辮
術
を
敷
へ
る
も
の
こ
な
っ
た

の
で
あ
る
。

　
ゴ
ル
ギ
ァ
ス
に
よ
れ
ば
菩
曾
○
膏
ご
は
法
廷
に
於
て
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

を
救
ふ
所
の
術
で
あ
り
q
窮
極
は
入
を
説
得
す
る
事
を
揖

　
　
　
　
り

的
と
し
た
q
師
ち
法
廷
に
激
て
そ
の
他
の
會
議
に
於
て
正

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

ご
不
正
ご
に
つ
き
競
得
す
る
術
だ
こ
考
へ
ら
れ
た
。
此
の

入
を
説
得
す
る
術
は
他
の
凡
て
に
優
る
。
之
は
，
恐
ら
く
最

善
の
も
の
で
あ
ら
う
。
凡
て
の
者
が
強
ひ
ら
れ
す
に
心
か

皇
れ
に
從
ふ
か
ら
で
あ
る
ご
彼
は
語
っ
た
⑯
そ
れ
故
に

ゴ
ル
ギ
ア
ス
の
意
聾
す
る
∋
魯
○
膏
は
畢
な
る
話
術
以
上

に
意
味
を
も
つ
ゆ

　
ひ
。
8
門
澤
O
と
は
ゴ
ル
ギ
ア
ス
に
ま
れ
ば
、
人
事
の
最
大



最
善
の
事
に
關
す
る
話
術
で
あ
る
り
そ
の
最
大
最
善
と
は

人
々
を
し
て
そ
の
身
を
自
由
に
し
、
各
人
に
は
各
そ
の
國

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

に
於
で
繍
附
を
支
配
す
る
カ
を
、
與
へ
る
事
で
あ
る
こ
い
ふ
G

　
唐
由
こ
い
ひ
李
等
こ
い
ふ
は
民
主
政
治
の
眼
員
で
あ
っ

た
。
－

　
法
の
前
に
貴
男
だ
ご
い
ふ
思
想
は
、
．
既
に
ク
レ
イ
ス
プ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

ネ
ス
以
前
に
歌
は
れ
て
居
る
8
然
し
へ
．
ロ
ド
き
ス
が
「

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

人
民
は
凡
て
に
於
て
凡
て
“
あ
る
」
G
ご
言
っ
た
き
見
茱
は
、

「
季
立
」
を
意
味
す
る
以
上
に
或
権
力
意
志
の
論
る
の
を
摩

す
る
ρ

　
ペ
ル
シ
ヤ
戦
役
に
勝
利
を
え
だ
獣
喜
の
心
は
ヘ
ロ
ド
ト

ス
に
も
顯
は
れ
て
居
る
が
、
プ
ラ
テ
イ
ァ
の
野
に
自
由
の

ツ
エ
ゥ
ス
　
N
2
ω
甦
O
三
皇
㌶
を
記
念
し
た
祭
も
注
目
さ

れ
る
。
そ
れ
は
プ
川
タ
ル
コ
ス
の
頃
ま
で
も
存
嬉
し
た
こ

　
　
　
　
　
わ

い
は
れ
る
程
q
ペ
ル
シ
ヤ
戦
役
の
膚
山
の
意
味
深
き
紀
念

祭
で
あ
る
。
ペ
ル
シ
ヤ
か
ら
虞
山
に
な
っ
た
こ
い
ふ
事
そ

の
事
が
常
時
の
ギ
ソ
シ
や
人
に
は
そ
れ
程
非
常
な
微
び
で

　
　
　
第
十
二
岱
　
　
研
　
究
　
　
ソ
ア
イ
ス
｝
亡
典
の
噂
代
（
上
）

あ
っ
た
。
〃
然
る
に
戦
後
に
は
勝
利
戚
が
古
同
ま
り
來
っ
て
、

畠
山
に
つ
い
て
庵
、
「
自
由
」
以
上
，
「
解
放
こ
以
上
に
支
配

的
欲
求
を
高
め
來
つ
た
。
何
者
に
も
支
配
さ
れ
な
い
事
う

そ
れ
が
ギ
ソ
シ
ァ
人
の
初
め
か
ら
の
誇
り
で
で
も
あ
る
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

の
機
に
、
奴
隷
の
名
賦
外
璽
に
限
ら
乃
壱
聡
し
㏄
屈
服

さ
せ
ら
れ
る
の
は
ギ
ソ
シ
ァ
入
の
樺
利
に
反
す
る
者
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
わ

る
と
考
へ
ら
れ
た
。
G
　
否
宙
ら
濡
雪
に
な
る
以
上
に
他
を

支
配
せ
ん
ご
す
る
欲
求
が
粘
っ
た
。
ペ
ロ
ポ
ン
ネ
ソ
ス
戦

役
に
つ
い
て
も
「
肖
由
か
隷
薦
か
、
r
そ
ん
な
軍
な
る
結
果

だ
考
へ
て
は
な
ら
な
い
。
吾
涛
は
帝
國
を
失
は
ね
ば
な
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

な
い
。
」
そ
れ
が
ペ
ソ
ク
レ
ス
の
絶
叫
で
あ
っ
た
。
¢
　
膚
由

よ
り
も
寧
ろ
支
配
へ
の
要
望
が
あ
る
。

　
五
世
紀
の
掌
ば
過
ぎ
に
は
、
建
山
も
卒
等
も
、
既
に
軍

な
る
「
自
由
」
「
不
等
」
で
は
な
く
な
っ
て
居
た
事
が
認
め
ら

る
、
で
あ
ら
ヶ
。
、
ペ
フ
ク
レ
ス
の
死
後
に
ア
プ
ナ
イ
に
來

つ
た
ゴ
ル
ギ
ァ
ス
が
、
人
事
の
最
大
最
善
ざ
は
、
膚
ら
を

紫
野
に
し
、
他
を
支
配
す
る
カ
を
與
ふ
る
に
在
る
と
言
つ

　
　
　
　
　
　
　
第
一
二
號
　
　
　
　
　
一
扁
二
　
　
　
（
三
山
ハ
一
V



　
　
　
第
＋
二
四
　
研
究
　
ソ
フ
イ
ス
き
亜
ハ
の
時
代
（
上
）

た
言
葉
は
、
幾
時
ア
・
グ
ナ
イ
に
働
い
た
、
民
衆
の
樫
力
意

志
の
登
露
で
は
な
い
か
。

　
　
ソ
ロ
ン
よ
り
ペ
リ
ク
レ
ス
ま
で
の
間
に
次
第
に
民
主
政

治
は
登
達
し
た
。
と
は
い
へ
政
治
の
實
椹
を
握
り
「
人
民

の
指
導
者
」
津
。
ω
冥
。
ψ
叶
9
号
ヨ
2
ご
な
っ
た
者
は
、
ナ

・
・
、
ス
ト
ク
レ
ス
を
除
い
て
は
皆
昔
な
が
ら
の
地
‡
鼠
民
族
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

又
は
都
議
の
貴
族
出
身
者
で
あ
っ
た
。
＠
又
ア
卿
コ
ソ
の

任
命
に
は
，
事
實
は
兎
に
角
、
表
面
的
に
は
、
ソ
ロ
ン
の

規
定
に
篠
る
第
四
階
級
の
者
は
決
し
て
亙
り
得
な
か
っ
た

　
　
　
　
　
み

の
で
あ
る
8

　
そ
れ
が
デ
ロ
ス
同
盟
に
よ
っ
て
他
の
市
を
支
配
し
て
以

來
高
ま
れ
る
支
配
的
精
帥
は
、
内
政
に
向
っ
て
も
躍
動
し

∵
來
つ
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ラ

　
　
「
徳
畑
こ
は
人
類
を
支
配
す
る
能
力
で
あ
る
」
㈹

こ
い
っ
た
ゴ
ル
ギ
ァ
ス
の
巻
黒
菓
は
、
ア
フ
ス
ト
プ
ア
ネ
ス

が
　
　
【
、
ア
テ
ナ
イ
の
民
衆
は
，
今
や
人
類
の
支
配
者
だ
」

　
　
　
　
　
　
　
駕
ぜ
三
幅
　
　
　
　
「
四
　
　
　
（
三
六
二
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

ご
言
へ
る
章
句
ε
符
飾
を
合
せ
て
居
る
8

　
海
の
民
衆
O
o
ぽ
。
ご
露
払
舜
二
一
く
8
が
｝
般
市
民
の
闘
に

伍
し
て
恥
し
か
ら
澱
た
め
の
敏
養
が
要
求
さ
れ
た
時
代
の

ソ
フ
ィ
ス
ト
が
、
政
治
的
技
術
の
野
饗
を
使
命
ε
し
た

こ
す
る
な
ら
ば
、
激
養
の
如
何
を
問
は
す
、
只
管
に
他
を

座
倒
す
る
事
、
そ
れ
を
慮
由
ご
正
義
と
の
名
の
下
に
敢
行

せ
ん
こ
す
る
食
分
を
、
五
世
紀
末
の
ソ
フ
ィ
ス
ト
は
そ
の

雄
辮
術
を
通
し
て
染
め
聾
し
て
居
る
こ
い
ひ
得
る
。

　
個
入
的
主
我
的
、
而
し
て
カ
を
専
ら
に
揮
は
ん
ε
す
る
、

そ
れ
が
時
代
の
姿
で
あ
り
、
同
時
に
ソ
フ
ィ
ス
ト
の
言
説

で
も
あ
っ
た
。

　
鋤

　
（

　
　
　
一
．
　
霊
9
写
c
f
ω
【
〒
ω
嵩
　
　
b
◎
’
　
切
。
＝
睾
N
り
｝
g
℃
H
鋒
。
ω
嗣
く
興
「

　
　
　
　
負
o
N
o
ト
鉾
お
Q
決
し
。
o
冨
瀞
叶
尋
“
無
曹
忌
鬼
。
議
（
餅
蝉
♪
け
嶋
｛
μ

　
　
　
　
刊
蠣
涛
㊦
，
霧
づ
け
が
電
♂
簸
》
寡
’
却
営
｛
μ
舅
壌
涛
餅
羅
ご
↓
μ

　
　
　
　
ぐ
’
o
　
　
　
咽
・
　
H
）
】
p
ρ
勺
δ
P
い
愚
　
　
劇
．
　
萄
三
鴛
。
同
ポ
の
巳
・
o
ム
．

　
　
鈎
　
肇
罠
器
f
国
貧
ぢ
O
『
8
H
白
羅
』
9
名
げ
メ
や
轟
◎

　
　
⑦
・
穿
霧
。
『
6
｝
δ
霧
門
。
穿
㎝
。
●
N
・
　
q
●
浮
・
邑
§
．
幣
暮
吋
●

　
　
　
　
目
ρ
同
寸
醤
●
　
　
G
◎
．
　
崔
碁
頓
○
巨
噂
轟
お
願
　
　
O
．
　
鳶
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鳶
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ω
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、
　
嚢
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冨
．
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審
圃
H
⑦
げ
。
m
い
。
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、
　
㈹
o
茜
弓
轟
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一
畠
ド
　
　
一
㎝
．
　
Ω
δ
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騨
ρ
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●
鐸
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凸
0
8
u
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目
・
◎
Q
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碧
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ダ
ト
誘
諏
ら
⑦
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瓢
蛛
0
8
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。
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娼
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津
●
甲
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詠
い
O
　
　
一
〇
。
　
8
び
二
巴
師
罷
窃
H
．
O
O
Q
●

鳶
　
悶
・
α
ω
．
　
　
憎
一
●
　
6
0
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財
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日
蕊
営
麟
Φ
目
饒
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ρ
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些
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函
V
響
凸
帥
響
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〉
二
ω
8
一
色
。
。
。
璽
諺
夢
芝
葺
α
ロ
零
毎
σ
置
。
・
8
ゆ
轟
・
ρ
悼
α
”
ゆ
い
り

曳
暮
0
9
宕
2
8
・
団
甲
　
　
悼
劇
。
　
卜
H
簗
。
勺
ゲ
昌
＄
芝
。
ω
唱
9
．
〈
・

い
岡
。
。
●四

ノ
モ
ス
ビ
フ
ユ
シ
ス
f
相
封
的
立
場

　
斯
く
の
如
き
重
大
な
る
ソ
フ
ィ
ス
ト
の
運
動
を
、
各
般

に
亙
っ
て
詳
細
に
論
ず
る
中
肉
は
、
小
籠
叩
の
及
ぶ
所
で
は
な

い
。
吾
々
は
此
の
時
代
の
顧
つ
の
特
色
あ
る
論
題
で
あ
っ

た
法
（
入
爲
零
。
ヨ
。
ω
）
ご
宮
然
（
写
戸
当
ω
）
ε
の
問
題
①
に
限

っ
て
、
之
を
中
3
6
こ
し
て
観
察
し
て
見
た
い
ご
思
ふ
。

　
か
く
問
題
を
限
定
し
て
も
、
元
來
一
つ
の
集
團
的
磁
場

を
な
し
た
者
で
も
な
く
、
撃
っ
て
又
そ
の
敷
説
を
一
定
の

型
に
於
て
理
解
す
る
事
は
困
難
で
あ
る
Q
法
ご
白
H
然
こ
の

閥
題
に
間
し
て
も
彼
等
は
そ
れ
く
特
異
の
見
解
を
持
し

　
　
　
第
十
二
巻
　
　
研
　
究
　
　
　
ソ
フ
イ
ス
｝
定
就
ハ
の
時
代
（
上
）

て
居
る
。
例
へ
ば
、

　
（
一
）
　
プ
ロ
タ
ゴ
ラ
ス
は
法
を
自
然
に
甥
立
せ
し
め
な

　
　
　
　
い
の
に
②

　
（
二
）
　
ヒ
ツ
ピ
ァ
ス
の
如
き
は
人
々
は
「
法
」
に
よ
っ
て

　
　
　
　
そ
れ
く
の
國
の
市
民
と
分
た
れ
る
の
だ
が
、

　
　
　
　
本
來
は
（
超
然
に
於
て
は
）
か
、
る
庭
別
は
存
在

　
　
　
　
し
な
い
③
こ
い
ふ
意
見
を
有
し
、
法
ご
自
然
と

　
　
　
　
を
樹
立
せ
し
め
て
居
る
。

又
後
者
の
如
く
、
法
ご
自
然
ご
を
謝
立
せ
し
む
る
立
場
に

於
て
も
種
々
の
差
等
が
あ
る
。

　
　
①
　
ア
ン
ヂ
フ
オ
ン
の
如
く
法
と
唐
琴
こ
の
謝
立
、

　
　
　
　
自
然
の
普
遍
ご
強
力
を
説
く
に
留
ま
る
も
の
も

　
　
　
　
あ
り
、
④

（2）

カ
ソ
ク
レ
ス
の
如
く
、
強
者
の
灌
を
承
認
し
、

法
を
以
て
溺
者
の
多
数
が
自
己
の
立
場
の
た
め

に
作
製
せ
る
に
す
ぎ
す
ご
な
す
も
の
あ
る
。
⑤

人
爲
法
の
否
定
論
者
で
あ
る
。

　
　
　
第
三
雛
｝
　
　
　
　
一
五
　
　
　
（
一
二
山
ハ
一
二
）



　
　
　
下
士
春
　
研
究
　
ソ
フ
イ
ス
き
壷
ハ
の
噂
代
（
上
）

　
　
、
偶
或
は
ト
ラ
シ
マ
コ
ス
の
如
く
、
膚
然
の
法
に
よ

　
　
　
杁
、
つ
て
彊
蒋
の
擢
が
存
す
る
の
で
な
く
、
カ
の
あ

　
　
　
　
る
所
に
法
が
あ
る
ご
な
す
も
の
も
あ
る
⑳
虚
無

　
　
　
　
的
な
過
激
涙
ご
考
ヘ
ム
れ
る
。
、

か
く
の
如
く
、
法
ξ
自
然
こ
の
問
題
に
つ
い
て
も
各
人
各

説
で
あ
る
が
、
・
大
忌
に
つ
い
て
約
言
す
れ
ば
、
ソ
フ
イ
メ

ト
は
法
を
人
駕
ご
し
て
否
定
し
去
る
も
の
が
多
い
G
さ
れ

ば
プ
ラ
ト
ン
も

　
ソ
フ
ィ
ス
ト
は
法
－
こ
自
然
＄
を
針
立
せ
し
め
、
正
邪
の
鑑
別
を

　
無
二
せ
ん
噌
こ
す

ご
そ
の
法
律
篇
に
概
括
し
て
居
乃
。
①

　
等
厚
此
の
革
威
欝
然
こ
の
甥
立
問
題
は
イ
オ
ニ
ア
學
涙

に
遡
つ
庵
、
酒
季
の
灘
、
寒
腰
、
生
誓
い
ふ
糞
樹

立
か
あ
出
屡
七
て
や
が
t
胸
立
の
背
後
の
永
久
奮
為
め

が
求
め
．
ら
れ
た
。
か
ぐ
て
そ
の
永
久
な
、
不
老
不
死
な
る

も
の
を
測
嘗
・
，
一
ω
λ
塞
源
隔
要
素
）
ご
名
賜
ら
れ
た
の
で
あ

っ
あ
ん
。
③
　
：
　
、
　
　
　
㌶
　
㌻

　
　
　
　
　
　
　
雄
怨
二
雑
胆
　
　
　
一
山
ハ
　
　
（
三
六
賜
）

　
然
る
に
、
ソ
ク
ラ
ラ
ス
の
師
ご
言
は
る
、
ア
ル
ヶ
ラ
ォ

ス
は
、
始
め
て
此
の
賢
立
を
λ
事
に
つ
い
て
試
み
た
。

　
正
義
マ
」
嫌
悪
す
べ
き
も
の
ε
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
は
本
來

　
（
団
ぎ
。
。
邑
で
は
な
く
　
入
間
の
掟
（
岩
ヨ
9
）
に
よ
っ
て
定
め
ら

　
れ
る
町

と
険
し
た
。
之
よ
う
以
後
、
入
事
に
つ
い
て
も
、
好
ん
で

此
の
法
ご
慮
然
ビ
の
野
立
が
説
か
れ
る
様
に
な
っ
た
の
で

あ
あ
ゆ

　
ソ
フ
ィ
ス
ト
そ
の
者
が
、
既
に
自
然
哲
學
的
考
察
へ
の

絶
縁
を
示
す
も
の
で
あ
る
以
上
、
イ
オ
ニ
ア
以
來
の
問
題

で
あ
る
、
法
ご
密
雲
ご
の
甥
立
に
つ
い
て
も
、
在
來
の
意

味
に
於
い
て
重
心
が
お
か
れ
て
な
思
事
は
認
め
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
之
を
問
題
こ
し
た
の
は
喉
流
行
の
題
目
を
捕

へ
來
っ
て
、
之
を
彼
等
の
本
領
た
る
政
治
問
題
に
適
用
し

た
も
の
ビ
考
へ
ら
れ
る
。

　
値
常
な
、
不
死
不
老
な
る
も
の
と
し
て
の
膚
然
、
之
に

勤
回
す
る
所
の
遜
化
、
便
宜
、
人
工
を
さ
し
て
法
ビ
名
け



た
Q
此
の
樹
立
の
立
場
よ
り
政
治
論
に
及
ぶ
時
は
昌
。
ヨ
。
ω

の
名
に
於
て
呼
ば
る
、
國
法
は
、
恒
常
不
墾
な
も
の
で
は

な
く
、
入
爲
に
出
つ
る
便
宜
の
成
果
ど
見
な
さ
る
、
Q
國

法
否
定
の
相
欝
主
義
に
堕
す
る
。
特
定
の
一
隅
の
政
治
、

國
法
は
絶
封
的
の
も
の
な
ら
す
ご
の
見
解
に
到
達
せ
ざ
る

を
得
な
い
の
で
あ
る
。

　
か
く
の
如
き
相
欝
的
の
見
地
は
、
地
誌
家
（
H
。
σ
q
o
σ
q
「
㍗

喜
○
醐
）
の
報
遵
や
殊
に
ヘ
ロ
ド
・
ス
の
丈
明
史
的
記
蓮
に

よ
っ
て
助
長
さ
れ
た
。
各
國
の
風
俗
の
異
同
を
記
載
し
て

拳
々
の
見
解
を
博
大
な
ら
し
め
た
。
殊
に
政
膿
に
つ
い
て

は
、
ヘ
ロ
ド
ト
ス
が
民
主
政
治
、
寡
頭
政
治
，
專
制
王
政
を
あ

げ
、
各
々
そ
の
支
持
者
の
存
在
を
明
か
に
し
た
如
き
は
そ

　
　
　
　
の

れ
で
あ
る
G
或
は
又
人
々
が
各
々
そ
の
國
の
慣
習
が
最
善

ご
思
惟
す
る
事
を
あ
げ
た
。
例
へ
ば
ギ
ソ
シ
や
人
は
火
葬

を
富
み
死
骸
を
食
す
る
事
は
想
像
だ
に
し
な
い
。
然
る
に

イ
ン
ー
3
方
面
カ
ラ
テ
ア
人
に
は
死
㎜
骸
を
八
尾
す
る
風
が
あ
っ

て
、
火
葬
を
反
っ
て
畏
怖
す
る
旨
を
記
載
し
た
。
各
．
人
世

　
　
　
第
十
ご
巷
　
研
究
　
ソ
フ
ィ
ス
ト
定
奨
の
蒔
代
（
上
）

れ
も
自
國
の
風
俗
を
最
良
ご
信
じ
、
そ
の
慣
習
か
ら
容
易

に
離
脱
し
え
ざ
る
を
示
し
、
最
後
に
ピ
ン
ダ
ロ
ス
の
句
を

誤
り
引
い
て

　
法
は
凡
へ
て
を
支
配
す
る
王
だ

こ
説
い
て
居
る
G

　
か
く
の
如
き
、
絶
封
論
へ
の
強
き
反
駁
賄
費
謹
は
、
ソ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
め

フ
イ
ス
ト
的
思
想
か
ら
出
て
居
る
ご
思
は
れ
る
が
G
一
方

に
於
て
、
ソ
フ
ィ
ス
ト
に
二
っ
て
、
反
欝
に
、
有
力
な
資

料
を
提
供
し
た
も
の
だ
こ
も
考
へ
ら
れ
る
Q
ヒ
ッ
ビ
ァ
ス

の
如
き
も
好
ん
で
各
國
の
傳
説
を
比
較
砺
究
し
た
こ
聡
せ

　
　
　
め

ら
れ
る
O
G
　
程
で
歴
史
が
ソ
フ
ィ
ス
ト
的
立
論
の
基
礎
に

役
立
っ
た
。

　
之
を
現
實
に
ひ
き
な
ほ
し
て
言
へ
ば
、
ア
・
7
ナ
イ
の
民

士
山
政
治
に
つ
い
て
も
、
そ
れ
の
み
が
唯
一
最
善
の
政
膿
で

は
な
い
申
畢
を
瞬
総
構
す
る
。
ア
テ
ナ
イ
人
の
自
負
魑
心
は
迷
妄

で
あ
る
こ
い
ふ
事
に
も
な
b
、
よ
り
よ
き
條
件
に
於
い
て

は
、
現
駿
を
作
り
換
え
て
も
苦
し
か
ら
す
・
こ
い
ふ
意
味
を

　
　
　
　
　
　
第
三
號
　
　
　
　
一
・
七
　
　
　
（
三
山
ハ
五
）



　
　
　
策
＋
二
巻
　
研
究
　
ソ
フ
ィ
ス
ト
亡
興
の
陣
代
（
上
）

含
む
。
更
に
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の
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